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令和４年度予算主なもの一 般 会 計一 般 会 計

一人も取り残さない予算編成
　
令
和
４
年
３
月
定
例
会

は
、
３
月
７
日
か
ら
25

日

ま
で
の
17

日
間
の
日
程
で

開
催
さ
れ
、
本
年
度
の
一

般
会
計
及
び
特
別
会
計
・

条
例
改
正
等
37

議
案
に
つ

い
て
慎
重
審
議
し
、
原
案

通
り
可
決
し
た
。

　
本
年
は
、
佐
川
地
区
に

計
画
さ
れ
て
い
る
移
住
・

定
住
促
進
事
業
実
施
を
始
め
、

国
の
打
ち
出
し
た
「
ア
フ

タ
ー
コ
ロ
ナ
」
を
見
据
え

た
デ
ジ
タ
ル
化
・
地
方
創

生
を
念
頭
に
、
誰
一
人
取

り

残

さ

な

い

S

D

G
ｓ

（

持

続

可

能

な

開

発

目

標
）
並
び
に
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ

タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ

ー
シ
ョ
ン
）
を
基
本
と
す

る
予
算
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
昨
年
度
か
ら
急

伸
し
て
い
る
ふ
る
さ
と
納

税
の
関
連
事
業
や
、
今
年

度
か
ら
開
校
す
る
義
務
教

育
学
校
関
連
事
業
、
旧
庁

舎
・
高
齢
者
創
作
館
の
解

体
等
、
新
た
な
事
業
が
実

施
さ
れ
る
。

参
考
意
見

予
算
の
審
議

　

４

年
度
予
算

一
般
質
問

移住促進住宅等整備事業

7,200万円

ふるさと納税
推進事業

1億5,000万円

旧庁舎・創作館解体
事業

8,361万円

集落営農体制強化支援事業

1,775万円

DX推進事業

420万円

森林環境税関連事業

1,127万円

有害鳥獣駆逐事業

2,390万円

町営交通対策事業

9,060万円

町内道路舗装修繕

7,970万円

図書館運営費

2,790万円

学校情報通信技術
環境整備事業
1,568万円

陳
情
・
意
見
書
等

令和４年５月18日発行（３）

歳入歳出
繰出金

　3億1,686万円

7.9％

扶助費
2億5,264万円

6.3％

維持補修費
 1億9,406万円

4.8％

その他
1億4,960万円

3.7％

地方交付税

町税

県支出金

町債

国庫支出金

繰入金

その他

合計

人件費

補助費等

物件費

公債費

繰出金

建設事業費

扶助費

維持補修費

その他

合計

歳

　出

歳

　入

説　明令和４年度 増　減項　目

15億4,500万円

7億663万円

4億3,842万円

2億8,740万円

2億8,887万円

2億1,387万円

5億3,981万円

40億2,000万円

７億4,873万円

7億518万円

9億9,893万円

4億1,191万円

3億1,686万円

2億4,209万円

2億5,264万円

1億9,406万円

1億4,960万円

40億2,000万円

令和３年度

13億2,290万円

6億9,725万円

3億9,974万円

3億8,310万円

2億4,108万円

2億6,146万円

3億7,747万円

36億8,300万円

7億357万円

6億2,951万円

7億1,255万円

3億9,638万円

3億1,309万円

2億3,486万円

2億4,616万円

2億1,033万円

2億3,655万円

36億8,300万円

2億2,210万円

938万円

3,867万円

△9,570万円

4,779万円

△4,758万円

1億6,234万円

3億3,700万円

4,526万円

7,567万円

2億8,638万円

1,553万円

367万円

723万円

648万円

△1,627万円

△8,695万円

3億3,700万円

国からの交付金

企業、町民からの税金

使用が特定された交付金

町の借金

使用が特定された交付金

基金からの繰入金

ふるさと納税 他

職員、議員の給与

三町衛生施設組合等補助金

業務委託料、賃金、備品等

町の借金返済

特別会計へ繰り出す金額

旧庁舎、高齢者創作館解体等

生活保護、児童手当等

除雪委託等

（単位：万円）

令和４年度予算、一般会計40億2000万円　前年比109.2％

物件費
9億9,893万円
24.9％

普通建設事業費
2億4,209万円

6.0％

人件費
7億4,873万円
18.7％

補助費等
7億518万円

17.5％

公債費
4億1,191万円

10.2％

地方交付税
15億4,500万円

38.4％

町債
2億8,740万円

7.1％

繰入金
2億1,387万円
5.3％

町税
7億663万円
17.6％

国庫・県支出金
7億2,729万円

18.1％

その他
5億3,981万円
13.5％

江府町のＳＤＧｓ・ＤＸで
施
さ
れ
る
。

参
考
意
見

予
算
の
審
議

　

４

年
度
予
算

一
般
質
問

歳　入歳　出
40億2,000万円40億2,000万円

組
合
議
会
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特 別 会 計（1１会計）特 別 会 計（1１会計）

・介護老人保健施設（あやめ）においては、昇降装置や館内の照明を健全化し、安心・

　安全がより向上することとなった。引き続き町内外の、利用者の健康について貢献す

　る様期待したい。

・簡易水道事業は、町民の命の源となる水を町民誰もが、何時でも安心して利用でき

　る様、施設の更新や点検に努められたい。

・下水道事業においては、全町民が衛生環境向上の利益を享受するよう事業の普及や充

　実に努められたい。　　

公営企業会計  （２会計）公営企業会計  （２会計）

参
考
意
見

予
算
の
審
議

　

４

年
度
予
算

一
般
質
問

公  営  企  業  会  計 令和３年度令和４年度 増減額 繰入金

特   別   会   計 令和３年度令和４年度 増減額 繰入金

住宅新築資金貸付事業

国民健康保険（事業勘定）

国民健康保険（施設勘定）

介護保険事業（保険事業勘定）

介護保険事業（サービス事業勘定）

介護老人保健施設

後期高齢者医療

索道事業

江尾財産区

神奈川財産区

米沢財産区

138万円

3億5,892万円

2億3,607万円

5億9,360万円

293万円

1億1,155万円

5,606万円

2,054万円

230万円

166万円

430万円

13億8,931万円

157万円

3億6,180万円

2億3,212万円

6億2,591万円

245万円

6,363万円

5,047万円

2,472万円

225万円

165万円

263万円

13億6,920万円

△19万円

△288万円

395万円

△3,231万円

48万円

4,792万円

559万円

△418万円

5万円

1万円

167万円

2,011万円

2,474万円

6,544万円

1億4万円

6,825万円

1,905万円

2,054万円

2億9,806万円合　　計

7,554万円

1億1,521万円

1億8,416万円

2億103万円

1億7,412万円

1億8,716万円

1億2,915万円

1億6,926万円

8,011万円

1億1,623万円

9,441万円

1億1,278万円

1億6,244万円

1億9,685万円

1億3,780万円

1億7,128万円

△457万円

△102万円

8,975万円

8,825万円

1,168万円

△969万円

△865万円

△202万円

2,899万円

5,017万円

7,808万円

5,785万円

簡易水道事業

　収益的収入

　収益的支出

　資本的収入

　資本的支出

下水道等事業

　収益的収入

　収益的支出

　資本的収入

　資本的支出

陳
情
・
意
見
書
等

令和４年５月18日発行（５）

　

予
算
の
審
議

　役
場
の
す
べ
て
の
課
及
び

出
納
室
・
農
業
委
員
会
・
議

会
事
務
局
の
予
算
に
つ
い
て

質
疑
応
答
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

Ⓠ
武
庫
駅
ト
イ
レ
の
改
修
予
定

に
つ
い
て
は
？

Ⓐ
今
後
、
障
が
い
の
あ
る
方
も

使
い
や
す
い
よ
う
に
改
修
の
予

定
で
す
。

Ⓠ
武
庫
ミ
ニ
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

の
駐
輪
場
に
つ
い
て
な
ぜ
撤
去

予
定
か
？

Ⓐ
町
営
住
宅
の
駐
車
場
借
地
契

約
の
更
新
に
伴
い
実
施
し
ま
す
。

Ⓠ
公
共
用
地
敷
地
の
借
り
上
げ

料
に
つ
い
て
見
直
し
の
状
況

は
？

Ⓐ
契
約
更
新
時
に
交
渉
を
行
っ

て
い
ま
す
。

Ⓠ
各
旧
小
学
校
の
光
熱
水
費
の

負
担
は
？

Ⓐ
基
本
料
金
は
、
町
が
負
担
し
、

超
過
分
に
対
し
て
は
利
用
者
が

負
担
し
て
い
ま
す
。

Ⓠ
旧
米
原
分
校
の
指
定
管
理
に

つ
い
て
？

Ⓐ
令
和
４
年
か
ら
、
指
定
管
理

者
に
﹁
奥
大
山
Ｘ

ス
ポ
ー
ツ
協

議
会
﹂
に
決
定
し
ま
し
た
。

Ⓠ
せ
せ
ら
ぎ
公
園
の
桜
の
木
の

管
理
に
つ
い
て
？

Ⓐ
今
後
、
公
園
の
利
用
計
画
及

び
管
理
計
画
を
策
定
し
、
景
観

や
安
全
に
配
慮
し
、
適
切
に
処

置
し
ま
す
。

Ⓠ
江
府
町
消
防
団
の
団
員
数
が

減
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
対
策

は
あ
る
の
か
？

Ⓐ
団
員
数
が
増
え
る
よ
う
、
引

き
続
き
勧
誘
し
ま
す
。

Ⓠ
各
集
落
の
消
火
栓
の
取
替
状

況
は
？

Ⓐ
順
次
点
検
等
や
集
落
か
ら
の

報
告
を
受
け
、
緊
急
性
の
高
い
も

の
か
ら
取
替
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ⓠ
江
府
町
消
防
署
の
移
転
先
の

用
地
買
収
に
つ
い
て
は
？

Ⓐ
現
在
地
が
土
砂
災
害
特
別
警

戒
区
域
に
か
か
る
こ
と
と
、
老

朽
化
の
た
め
、
移
転
先
予
定
地

に
つ
い
て
町
が
用
地
を
求
め
交

渉
し
て
い
ま
す
。
最
終
的
に
は
、

西
部
広
域
行
政
管
理
組
合
の
手

続
き
を
経
て
正
式
決
定
し
ま
す
。

Ⓠ
町
内
の
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
撤

去
に
つ
い
て
は
？

Ⓐ
倒
壊
す
る
恐
れ
が
あ
る
箇
所

に
つ
い
て
は
、
調
査
︵
経
過
観

察
︶
し
、
所
有
者
と
協
議
し
て

対
応
し
て
い
き
ま
す
。

消防出初式

総
務
課

参
考
意
見

予
算
の
審
議

　

４

年
度
予
算

一
般
質
問

一
般
会
計

ミニライスセンター駐輪場

組
合
議
会
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参
考
意
見

予
算
の
審
議

　

４

年
度
予
算

一
般
質
問

Ⓠ
地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
け
で

は
な
く
、
関
係
人
口
の
最
た
る

も
の
の
﹁
お
て
つ
た
び
﹂
等
も

活
用
し
て
み
て
は
？

Ⓐ
イ
ン
タ
ー
ン
制
度
が
ま
さ
に

そ
れ
で
す
。
取
り
組
み
に
よ
り
、

関
係
人
口
の
創
出
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

Ⓠ
佐
川
の
移
住
促
進
住
宅
の
計

画
に
つ
い
て
？

Ⓐ
今
後
、
公
募
し
て
事
業
者
を

決
定
し
、
事
業
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

Ⓠ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及

の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
？

Ⓐ
今
後
メ
リ
ッ
ト
等
含
め
た
Ｐ

Ｒ
に
努
め
ま
す
。

Ⓠ
民
生
委
員
の
充
足
状
況
に
つ

い
て
？

Ⓐ
現
在
は
欠
員
は
あ
り
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
で
業
務
改
善
に
つ
い
て

の
審
議
、
民
生
委
員
会
だ
よ
り

の
業
務
に
つ
い
て
も
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

Ⓠ
障
害
者
福
祉
費
の
扶
助
費
の

５
０
０
万
円
増
の
中
身
は
？

Ⓐ
介
護
給
付
費
・
訓
練
等
給
付

費
の
報
酬
が
令
和
３
年
度
に
改

訂
と
な
り
、
実
績
に
基
づ
き
予

算
要
求
を
し
た
た
め
で
す
。

Ⓠ
道
の
駅
管
理
事
業
の
マ
ル
シ
ェ

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
修
繕
に
つ
い

て
は
？

Ⓐ
電
球
33

基
を
換
え
る
工
事
で

す
。

Ⓠ
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
ジ
ビ

エ
解
体
処
理
技
術
の
伝
承
に
加

え
加
工
食
品
へ
の
参
入
は
ど
う

か
。
差
別
化
が
図
れ
る
と
思
う

が
。

Ⓐ
現
段
階
で
は
解
体
に
専
念
し

ま
す
。
将
来
的
に
は
、
研
修
等

に
よ
り
ハ
ム
や
ウ
イ
ン
ナ
ー
の

加
工
技
術
習
得
も
視
野
に
入
れ

て
い
ま
す
。

Ⓠ
令
和
３
年
度
見
込
み
の
農
業

公
社
の
経
営
状
況
は
？

Ⓐ
運
営
補
助
金
等
を
含
め
て
黒

字
経
営
の
見
込
み
で
す
。

Ⓠ
ナ
ラ
枯
れ
の
最
近
の
状
況

は
？

Ⓐ
江
府
町
で
令
和
２
年
度
は
約

６
０
０
０
本
で
、
令
和
３
年
度

は
約
８
１
０
本
の
被
害
で
す
。

Ⓠ
令
和
３
年
度
の
イ
ノ
シ
シ
と

シ
カ
の
数
量
は
？

Ⓐ
イ
ノ
シ
シ
１
２
０
頭
、
シ
カ

77

頭
。
シ
カ
は
前
年
に
比
べ
倍

以
上
増
え
て
い
ま
す
。

Ⓠ
富
良
野
自
然
塾
の
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
養
成
に
つ
い
て
？

Ⓐ
候
補
者
は
数
名
い
ま
す
。
副

塾
長
と
相
談
し
な
が
ら
す
す
め

て
い
ま
す
。

Ⓠ
町
の
地
籍
調
査
進
捗
状
況

は
？

Ⓐ
17

パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。

Ⓠ
町
道
橋
の
現
状
は
？

Ⓐ
順
次
、
点
検
を
行
い
、
５
年

ご
と
に
長
寿
命
化
計
画
の
見
直

し
を
行
い
ま
す
。

Ⓠ
未
満
児
保
育
の
職
員
数
の
対

応
は
？

Ⓐ
職
員
を
増
員
し
、
対
応
し
て

い
ま
す
。

Ⓠ
教
育
相
談
室
の
相
談
や
支
援

の
状
況
は
？

Ⓐ
令
和
２
年
度
は
来
所
相
談
が

37

名
、
訪
問
相
談
は
84

名
。
ほ

と
ん
ど
が
就
学
に
向
け
た
支
援

の
相
談
で
す
。

Ⓠ
学
校
が
休
み
の
場
合
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
教
育
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
活

用
状
況
は
？

Ⓐ
オ
ン
ラ
イ
ン
で
授
業
を
見
る

と
い
う
事
を
中
学
校
で
行
っ
て

い
ま
す
。
今
後
休
校
に
な
っ
て

も
教
材
の
導
入
等
に
よ
り
、
臨

機
応
変
な
学
習
が
可
能
に
な
り

ま
す
。

Ⓠ
児
童
館
・
集
会
所
の
耐
震
調

査
を
お
願
い
し
た
い
。

Ⓐ
地
元
集
会
所
所
長
や
関
係
者

と
相
談
し
な
が
ら
実
施
し
ま
す
。

Ⓠ
文
化
財
の
保
護
・
管
理
に
つ

い
て
環
境
整
備
も
含
め
実
施
す

る
べ
き
で
は
？

Ⓐ
早
急
に
状
況
を
確
認
し
ま
す
。

住
民
生
活
課

産
業
建
設
課

教
育
委
員
会

陳
情
・
意
見
書
等

ジビエ解体処理施設 ： 今後の加工技術習得にも期待

佐川地区移住促進住宅計画用地

※

「
お
て
つ
た
び
」
と
は…

…

旅
行
者
が
行
き
先
々
の
お
手
伝
い
を

し
な
が
ら
旅
を
す
る
。

※

令和４年５月18日発行（７）

参
考
意
見

予
算
の
審
議

　

４

年
度
予
算

一
般
質
問

索
道
事
業

簡
易
水
道
事
業

国
民
健
康
保
険

　
　
　

(

事
業
勘
定)

国
民
健
康
保
険

　
　
　

(

施
設
勘
定)

Ⓠ
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業

は
教
育
課
が
担
当
す
る
の
は
、

不
適
当
で
は
な
い
か
？

Ⓐ
こ
れ
ま
で
、
ど
こ
が
担
当
す

る
の
か
検
討
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

鳥
取
県
西
部
の
自
治
体
で
は
、

統
一
さ
れ
て
お
ら
ず
、
さ
ま
ざ

ま
の
課
で
行
っ
て
い
ま
す
。

Ⓠ
令
和
３
年
度
に
比
べ
令
和
４

年
度
は
納
付
金
が
下
が
っ
て
い

る
が
要
因
は
？

Ⓐ
納
付
金
は
前
々
年
度
の
医
療

費
実
績
で
決
定
し
ま
す
。
令
和
２

年
度
は
、
全
国
的
に
み
て
、
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
る
受
診
控
え
が
あ
り
下

が
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

Ⓠ
薬
局
が
離
れ
て
お
り
、
薬
を

受
け
取
る
時
に
雨
降
り
や
雪
の

中
危
険
で
あ
る
。
近
く
に
院
外

薬
局
が
あ
れ
ば
。

Ⓐ
高
齢
者
対
応
と
し
て
、
事
務

員
が
薬
を
取
り
に
行
っ
た
り
、

駐
車
場
の
ラ
イ
ト
を
増
や
し
、

暗
く
な
っ
て
も
歩
い
て
い
け
る

よ
う
に
も
し
て
い
ま
す
。

Ⓠ
以
前
、
苦
情
が
あ
っ
た
歯
科

の
待
ち
時
間
に
つ
い
て
、
最
近

は
予
約
時
間
通
り
に
受
診
で
き

た
。
事
務
改
革
の
成
果
で
は
な

い
か
？

Ⓐ
事
務
改
革
、
働
き
方
改
革
は
、

武
地
医
師
の
指
示
で
始
め
た
と

こ
ろ
で
す
。
全
体
的
な
診
察
控

え
、
予
約
時
間
が
分
散
し
た
事

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
バ
ス
の
時

間
に
よ
り
、
患
者
さ
ん
が
集
中

す
る
時
間
帯
と
、
余
裕
の
あ
る

時
間
帯
も
生
じ
て
い
ま
す
。

Ⓠ
診
療
所
の
職
員
の
働
き
方
改

革
を
更
に
進
め
ら
れ
た
い
。

Ⓐ
勤
務
シ
フ
ト
等
を
勘
案
し
て

改
善
を
図
り
ま
す
。

Ⓠ
65

歳
以
上
の
高
齢
者
の
困
り

ご
と
等
は
、
ど
こ
に
行
っ
て
相

談
し
た
ら
い
い
の
か
？

Ⓐ
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

し
て
下
さ
い
。
す
べ
て
出
向
く

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
必
要

に
応
じ
て
対
応
し
ま
す
。

Ⓠ
加
齢
と
と
も
に
運
動
機
能
や

認
知
機
能
が
低
下
し
な
い
よ
う

な
支
援
の
状
況
は
？

介
護
保
険
事
業

住
宅
新
築
資
金

　
　
　貸
付
事
業

特
別
会
計

Ⓐ
集
落
に
出
か
け
て
行
っ
て
、

体
操
・
栄
養
指
導
を
し
た
り
、

近
所
の
運
動
グ
ル
ー
プ
の
紹
介

を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

Ⓠ
奥
大
山
ス
キ
ー
場
の
リ
フ
ト

を
維
持
管
理
を
し
て
い
る
が
、

ス
キ
ー
場
の
再
開
を
考
え
て
い

る
の
か
？

Ⓐ
現
時
点
で
再
開
の
予
定
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ゲ
レ
ン
デ
を
通
年

で
活
用
で
き
な
い
か
検
討
を
進

め
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
必
要

な
草
刈
り
等
、
最
低
限
の
維
持

管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ⓠ
有
収
水
率
が
65

％
で
あ
り
35

％
は
漏
水
等
で
、
収
益
に
な
っ

て
い
な
い
。

　
各
施
設
で
有
収
水
率
を
見
て

修
理
し
な
く
て
は
な
ら
ず
、
職

員
の
増
加
や
業
者
委
託
を
し
て

は
ど
う
か
？

Ⓐ
漏
水
は
重
要
な
問
題
で
あ
り

対
応
を
検
討
し
ま
す
。

管理された奥大山ゲレンデ

元気な高齢者

（生産した水）－（漏水量）＝（有収水）

※有収水率とは、料金徴収

　に反映された水のこと。

組
合
議
会
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参
考
意
見

予
算
の
審
議

　

４

年
度
予
算

一
般
質
問

総  

務  

課

住
民
生
活
課

一 般 会 計

総 括

　令和４年度の一般会計予算は、40億2,000万円で、前年度比109.2％、金額にして３億

3,700万円の増額となっている。主な事業は、佐川地区の住宅等整備事業や旧本庁舎等解体

事業、義務教育学校「奥大山江府学園」の開校等が挙げられる。さらに、誰一人取り残さない、

（SDGｓ）を基本理念としたＤＸ構想の事業展開も始められ、本町の将来を左右する重要な

事業が実施される年度である。起債残高は、普通会計で45億5,500万円、特別会計、公営企

業会計と合わせ、74億9,300万円となるが、これらの財源を利用し、これまでに充実させて

きた光ファイバーなどの公共資源を有効に活用した事業展開に努められたい。

①
Ｄ
Ｘ
推
進
事
業
は
、
こ
れ
か

ら
の
本
町
の
多
方
面
で
住
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
に
関
わ
っ
て
く

る
事
業
で
あ
る
。
誰
ひ
と
り
取

り
残
さ
な
い
事
業
推
進
が
重
要

で
あ
り
、
大
き
な
期
待
を
す
る

も
の
で
あ
る
。
迅
速
で
着
実
な

実
行
に
努
め
ら
れ
た
い
。

②
消
防
団
の
存
在
は
、
過
疎

化
・
高
齢
化
が
進
む
本
町
で
は

非
常
に
重
要
で
あ
り
、
団
員
の

確
保
に
は
、
特
段
の
配
慮
が
必

要
と
考
え
る
。

③
旧
庁
舎
等
解
体
事
業
は
、
速

や
か
に
推
進
さ
れ
、
跡
地
利
用

に
つ
い
て
は
今
後
の
本
町
の
住

民
確
保
に
大
き
く
貢
献
す
る
と

考
え
る
。
早
期
の
事
業
実
施
に

努
力
さ
れ
た
い
。

④
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
一
昨
年

度
か
ら
飛
躍
的
な
伸
び
を
示
し
、

財
源
の
乏
し
い
本
町
に
は
、
今

後
大
き
な
期
待
と
希
望
を
寄
せ

る
も
の
で
あ
る
。
今
年
度
か
ら

職
員
体
制
も
よ
り
充
実
さ
れ
、

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
開
発

な
ど
工
夫
を
重
ね
、
さ
ら
な
る

増
額
を
図
る
と
と
も
に
、
幅
広

い
活
用
と
地
元
産
品
の
推
奨
も

併
せ
て
、
促
進
さ
れ
る
よ
う
努

め
ら
れ
た
い
。

①
移
住
促
進
住
宅
整
備
事
業
は
、

こ
れ
か
ら
の
本
町
に
と
っ
て
過

疎
化
解
消
に
向
け
て
大
い
に
期

待
す
る
事
業
で
あ
る
。
移
住
者

の
増
加
の
み
な
ら
ず
、
町
民
全

体
に
と
っ
て
、
生
活
環
境
の
向

上
に
つ
な
が
る
よ
う
研
究
・
努

力
さ
れ
た
い
。

②
小
さ
な
拠
点
事
業
の
推
進
は
、

人
口
減
少
の
進
む
本
町
に
と
っ

て
は
重
要
で
あ
る
が
、
拠
点
地

区
と
山
間
地
域
と
に
格
差
が
出

来
な
い
よ
う
に
、
よ
り
利
用
し

や
す
い
公
共
交
通
の
在
り
方
を

さ
ら
に
検
討
さ
れ
た
い
。

予算特別委員会

参考意見

出初式　放水

陳
情
・
意
見
書
等

令和４年５月18日発行（９）

参
考
意
見

予
算
の
審
議

　

４

年
度
予
算

一
般
質
問

①
商
品
開
発
事
業
は
、
本
町
の

産
業
振
興
に
向
け
て
、
大
変
期

待
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら

な
る
研
究
開
発
に
よ
り
、
商
品

化
を
目
指
し
て
頂
き
た
い
。

②
ス
マ
ー
ト
農
業
促
進
事
業
な

ど
、
新
規
事
業
が
組
ま
れ
て
お

り
、
農
業
振
興
に
期
待
が
持
て

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
が
、
農

業
の
現
状
は
、
今
だ
に
厳
し
い

も
の
が
あ
る
。
本
町
の
主
産
業

で
あ
る
農
業
振
興
に
、
さ
ら
な

る
努
力
を
さ
れ
た
い
。

③
集
落
営
農
体
制
が
徐
々
に
整

い
つ
つ
あ
る
が
、
今
後
も
引
き

続
き
組
織
の
設
立
を
促
進
す
る

よ
う
、
し
っ
か
り
と
し
た
指
導

体
制
の
確
立
に
努
め
ら
れ
た
い
。

④
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同

組
合
の
設
立
準
備
が
ス
タ
ー
ト

し
た
。
本
町
の
雇
用
機
会
の
確

保
が
期
待
で
き
る
。
し
っ
か
り

と
し
た
研
究
の
も
と
、
早
期
の

設
立
に
向
け
一
層
努
力
さ
れ
た

い
。

⑤
現
在
、
大
き
な
注
目
を
さ
れ

て
い
る
木
谷
沢
渓
流
を
中
心
と

し
た
奥
大
山
地
区
の
観
光
開
発

事
業
が
、
富
良
野
自
然
塾
を
は

じ
め
事
業
展
開
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
。
今
後
の
奥
大
山

観
光
事
業
が
大
き
く
発
展
す
る

よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。

①
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
は
、

ふ
る
さ
と
教
育
は
大
切
で
あ
る
。

ま
た
、
江
府
町
に
関
心
と
魅
力

を
感
じ
さ
せ
る
教
育
は
、
担
い

手
育
成
の
基
本
で
あ
り
、
本
町

に
お
い
て
、
ふ
る
さ
と
教
育
の

充
実
は
、
最
重
要
課
題
の
一
つ

と
考
え
る
。
さ
ら
に
、
ロ
シ
ア

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
り
、

今
、
世
界
的
に
人
権
の
意
識
が

高
ま
っ
て
い
る
。
本
町
に
お
い

て
も
一
人
一
人
の
人
権
が
尊
重

さ
れ
る
地
域
社
会
づ
く
り
を
目

指
し
て
、
よ
り
一
層
の
人
権
教

育
の
向
上
に
努
め
ら
れ
た
い
。

産
業
建
設
課

教
育
委
員
会

②
学
校
通
信
技
術
整
備
事
業
の

充
実
は
、
現
代
教
育
の
基
本
で

あ
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
充
実
に

よ
り
、
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
授
業
の

活
用
な
ど
、
へ
き
地
環
境
の
是

正
を
図
り
、
本
町
児
童
・
生
徒

の
教
育
環
境
の
向
上
を
図
る
よ

う
、
さ
ら
な
る
努
力
を
求
め
た

い
。

③
保
育
園
に
つ
い
て
は
、
施
設

の
老
朽
化
や
危
険
地
域
の
環
境

な
ど
、
早
期
の
移
転
が
望
ま
れ

て
い
た
が
、
新
年
度
に
検
討
委

員
会
を
立
ち
上
げ
る
事
と
な
っ

た
。
つ
い
て
は
、
早
期
の
移
転

と
、
希
望
の
持
て
る
保
育
園
建

設
に
向
け
て
検
討
さ
れ
た
い
。

今年も始まった農作業

新しくなった校旗

組
合
議
会
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操
作
盤
の
劣
化
が
進

行
し
て
い
る
。
錆
が
酷

い
と
こ
ろ
や
針
金
で
結

束
し
た
と
こ
ろ
等
、
不

具
合
箇
所
も
多
数
あ
り
、

今
後
の
運
営
に
不
安
が

生
じ
る
。
早
期
の
改
善

対
応
を
望
む
。
下
水
道

へ
の
接
続
並
び
に
合
併

浄
化
槽
の
設
置
に
つ
い

て
も
、
進
捗
率
を
上
げ

る
た
め
一
層
の
努
力
さ

れ
た
い
。

 

介
護
保
険
事
業

　

(

保
険
事
業
勘
定)

住
宅
新
築
資
金

　
　
　貸
付
事
業

 

下
水
道
等
事
業

8時40分の診療所待合室

　
滞
納
金
が
約
９
０
０

万
円
か
ら
約
３
７
０
万

円
と
大
幅
に
減
少
し
て

い
る
。
こ
れ
は
関
係
者

の
努
力
の
結
果
で
あ
る
。

引
続
き
滞
納
者
と
連
絡

を
取
り
合
い
徴
収
に
務

め
ら
れ
た
い
。

　
一
般
被
保
険
者
医
療

給
付
費
分
が
増
加
傾
向

に
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍

や
人
口
の
減
少
に
よ
り

落
ち
着
い
て
き
て
い
る
。

県
へ
の
納
付
金
の
支
払

い
の
た
め
の
財
源
と
し

て
基
金
の
取
り
崩
し
が

見
込
ま
れ
る
。
健
康
診

断
等
の
充
実
に
よ
り
医

療
費
抑
制
対
策
を
さ
ら

に
進
め
ら
れ
た
い
。

　
日
野
郡
と
し
て
医
療

を
進
め
る
た
め
に
、
江

尾
診
療
所
と
日
野
病
院

が
連
係
を
密
に
し
て
医

療
に
当
た
ら
れ
た
い
。

今
後
に
於
い
て
武
地
医

師
の
後
継
の
問
題
や
所

内
職
員
の
働
き
方
改
革

が
急
務
で
あ
る
。
診
療

所
で
の
、
待
ち
時
間
が

課
題
で
あ
っ
た
が
、
現

在
は
職
員
の
努
力
や
町

営
バ
ス
の
改
正
に
よ
り

改
善
傾
向
に
あ
る
。
重

ね
て
努
力
さ
れ
た
い
。

　
安
心
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
事

業
と
命
を
守
る
ス
マ
ホ
は

別
な
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、

今
後
統
一
で
き
る
よ
う
に

進
め
、
高
齢
者
の
安
全
安

心
の
一
助
と
さ
れ
た
い
。

介
護
予
防
普
及
啓
発
事
業

等
に
よ
り
、
要
支
援
・
要

介
護
状
態
に
な
る
こ
と
を

未
然
に
防
止
で
き
る
様
、

一
層
努
力
さ
れ
た
い
。

　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
改
修
工

事
や
備
品
の
更
新
充
実

に
向
け
、
相
当
額
の
予

算
を
計
上
し
て
進
め
て

い

る

。

施

設

の

快

適

性
・
安
全
性
の
向
上
や

長
寿
命
化
を
期
待
す
る
。

一
方
で
入
所
希
望
者
が

長
期
間
待
機
す
る
状
況

が
続
い
て
い
る
。
早
急

に
受
け
入
れ
体
制
の
改

善
を
さ
れ
た
い
。

　
現
在
漏
水
等
の
た
め

有

収

水

率

が

65

％

と

な
っ
て
い
る
。
各
施
設

で
有
収
水
率
を
調
査
し
、

要
因
を
確
定
す
る
た
め
、

水
道
職
員
の
増
加
や
業

者
委
託
等
、
給
水
効
率

の
向
上
に
務
め
ら
れ
た

い
。
ま
た
、
深
山
口
地

区
水
源
改
良
事
業
に
つ

い
て
は
、
事
業
内
容
等

を
再
検
討
の
上
、
費
用

の
削
減
に
つ
い
て
努
力

さ
れ
た
い
。

 

簡
易
水
道
事
業

介
護
老
人
保
健
施
設

　

 

国
民
健
康
保
険

　
　︵
事
業
勘
定
︶

 

国
民
健
康
保
険

　
　︵
施
設
勘
定
︶

特 別 会 計
予算特別委員会

参考意見

参
考
意
見

予
算
の
審
議

　

４

年
度
予
算

一
般
質
問

江尾地区の簡易水道

陳
情
・
意
見
書
等

令和４年５月18日発行（11）

参
考
意
見

予
算
の
審
議

　

４

年
度
予
算

一
般
質
問

動画で一般質問

川端議員の一般質問は
動画サイトy o u t u b eで
ご覧いただけます。

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

　
　
　
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止

と
な
っ
た
行
事
の
補
填

は
？　期

間
が
相
当
経
過
し
た

も
の
は
再
実
施
し
な
い
が
、

新
た
な
も
の
は
状
況
を
見

な
が
ら
実
施
す
る
。

　
　
　
集
団
的
社
会
生
活

の
破
綻
が
懸
念
さ
れ
る
予

防
策
は
？

　本
当
の
近
所
付
合
い
は

無
く
な
っ
て
は
い
な
い
、

今
ま
で
通
り
継
続
さ
れ
る

と
考
え
る
。

　
　
　
江
府
町
版
ス
マ
ホ

や
リ
モ
ー
ト
通
信
な
ど

Ｄ
Ｘ
を
活
用
し
た
孤
立
化

対
策
の
促
進
は
？

　
そ
の
際
、
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
な
ど
の
整
備
費
に
比

べ
、
ス
マ
ホ
を
全
所
帯
に

配
布
す
る
方
が
低
額
で
済

む
と
思
う
が
？

　ス
マ
ホ
の
普
及
を
一
段

と
進
め
た
い
。
現
在
、
町

が
進
め
て
い
る
事
業
で
は
、

契
約
率
が
想
定
に
対
し
て

１
割
程
度
な
の
で
、
支
援

期
間
を
延
長
す
る
こ
と
な

ど
検
討
し
た
い
。
ま
た
、

ス
マ
ホ
の
全
戸
配
布
に
つ

い
て
は
、
他
県
で
は
使
用

さ
れ
な
い
事
例
が
多
く
あ

り
、
町
と
し
て
は
利
用
に

対
し
意
欲
的
な
方
を
支
援

す
る
考
え
を
変
え
た
く
な

い
。

　
　
　
時
流
に
合
っ
た
農

業
支
援
が
必
要
で
は
な
い

か
？

　
ネ
ッ
ト
通
販
の
参
入
方

法
や
農
業
政
策
・
火
山
の

爆
発
に
よ
る
将
来
予
測
な

ど
に
つ
い
て
、
最
新
情
報

を
町
と
し
て
迅
速
に
提
供

し
て
は
ど
う
か
？

　営
農
応
援
の
交
付
金
に

つ
い
て
は
、
や
る
気
を
持

ち
続
け
て
頂
き
た
く
、
ス

ピ
ー
ド
感
を
重
視
し
て
実

施
し
た
。
情
報
支
援
に
つ

い
て
は
Ｊ
Ａ
に
任
せ
た
い

が
、
専
門
的
な
分
野
に
つ

い
て
は
図
書
館
で
関
係
図

書
の
特
集
を
組
む
な
ど
し

た
い
。

　
　
　
江
府
道
路
開
通
に

よ
る
交
通
量
の
変
化
で
経
済

や
環
境
へ
の
影
響
予
測
は
？

　大
型
車
の
通
行
は
か
な

り
減
る
と
思
う
、
沿
線
上

に
あ
る
店
舗
に
は
何
ら
か

の
影
響
は
あ
る
と
思
う
が
、

今
の
と
こ
ろ
対
応
は
考
え

て
い
な
い
。

　
　
　佐
川
地
区
は
﹁
機

能
的
エ
リ
ア
﹂
と
し
て
、

洲
河
崎
周
辺
は
﹁
静
か
エ

リ
ア
﹂
と
し
て
、
新
住
宅

団
地
開
発
の
考
え
は
？

　今
は
、
佐
川
地
区
に
全

力
投
球
し
た
い
。
洲
河
崎

周
辺
に
つ
い
て
は
ア
イ
デ

ア
と
し
て
拝
聴
し
て
お
き

た
い
。

　
　
　
新
住
宅
団
地
以
外

に
も
若
年
世
代
家
族
向
け

の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
は
必

須
で
は
な
い
か
？

　子
供
を
遊
ば
せ
ら
れ
る

よ
う
な
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

に
つ
い
て
は
、
保
育
園
の

移
転
な
ど
も
絡
ま
せ
休
日

の
使
用
や
エ
バ
ー
ラ
ン
ド
、

せ
せ
ら
ぎ
公
園
な
ど
の
活

用
も
考
え
た
い
。

　
　
　
町
内
全
域
の
危
険

性
の
あ
る
樹
木
を
樹
木
医

な
ど
専
門
家
に
よ
り
調
査

し
て
は
？

　全
部
点
検
は
出
来
な
い
。

具
体
的
な
指
摘
が
あ
れ
ば

実
施
す
る
。

　
　
　
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
桜

は
比
較
的
樹
齢
が
短
い
と

言
わ
れ
て
い
る
、
今
後
樹

種
の
変
更
は
？

　樹
種
変
更
に
つ
い
て
は

終
末
期
の
も
の
で
指
摘
が
あ

れ
ば
調
査
の
上
検
討
す
る
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

いかなる時代にも守るべきものが有る！

絆の強い町であり続けるために

孤
立
化
対
策
に
ス
マ
ホ

の
全
戸
配
布
を
！

農
業
支
援
は
多
岐

に
わ
た
る
べ
し

ゆ
る
ぎ
な
い
人
口

対
策
を

安
心
安
全
は
何
時

で
も
何
処
で
も

川端 登志一

歩道脇で倒れた桜。運良く人身事故
に至らず。

終末期の桜３本
左・中はほとんど花がついていない。

組
合
議
会



（12）令和４年５月18日発行

参
考
意
見

予
算
の
審
議

　

４

年
度
予
算

一
般
質
問

阿部 朝親

動画で一般質問

阿部議員の一般質問は
動画サイトy o u t u b eで
ご覧いただけます。

質
問
質
問

質
問
質
問

町
長
答
弁

町
長
答
弁

　
　
　各
種
会
議
が
江
尾

地
内
や
役
場
で
行
わ
れ
て

お
り
、
交
通
手
段
を
持
た

な
い
方
々
は
非
常
に
不
便

を
感
じ
て
い
る
と
住
民
の

声
を
聴
い
て
い
る
。
町
長

の
公
共
交
通
機
関
に
つ
い

て
の
考
え
を
伺
う
。

　各
種
会
合
等
が
江
尾
地

区
に
集
中
し
て
い
る
こ
と

は
、
や
む
を
得
な
い
と
考

え
る
。
交
通
手
段
を
持
た

な
い
方
へ
の
対
応
が
公
共

交
通
機
関
の
役
割
と
思
っ

て
い
る
が
、
財
政
状
況
を

踏
ま
え
ど
う
継
続
し
て
い

く
か
と
い
う
事
で
令
和
３

年
度
か
ら
町
営
交
通
へ
運

営
形
態
を
変
更
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　
　
　利
用
に
つ
い
て
の

ヒ
ヤ
リ
ン
グ
や
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
等
を
行
う
こ
と
は

今
後
の
方
策
に
生
か
さ
れ

る
と
思
う
が
。

　ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
行
う

こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

本
当
に
困
っ
て
い
る
方
の

声
を
き
ち
っ
と
取
り
上
げ

て
い
く
こ
と
が
、
厳
し
い

財
政
状
況
の
中
で
お
金
を

有
効
に
使
っ
て
い
く
方
法

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

る
。

　
　
　現
在
小
中
学
校
へ

の
、
バ
ス
の
乗
り
入
れ
は

さ
れ
て
い
な
い
が
、
昨
今

の
交
通
事
故
の
現
状
を
考

え
る
と
必
要
で
は
な
い
か
。

　学
校
へ
の
乗
り
入
れ
は
、

こ
れ
以
上
の
安
全
な
事
は

無
い
が
、
そ
こ
ま
で
や
る

必
要
が
あ
る
か
と
い
う
事

と
、
社
会
通
念
上
、
常
識

の
範
囲
で
危
険
性
が
無
い

と
い
う
前
提
で
行
い
た
い
。

　
　
　町
内
の
光
フ
ァ
イ

バ
ー
網
は
、
平
成
22

年
度

に
約
６
億
円
を
か
け
て
整

備
さ
れ
て
い
る
が
、
現
状

十
分
に
利
用
さ
れ
て
い
な

い
と
考
え
る
。
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
普
及
を
図
っ
て

お
ら
れ
る
が
、
情
報
伝
達

に
は
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
を

有
効
利
用
す
る
こ
と
が
先

決
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

今
後
の
利
用
に
つ
い
て
考

え
を
伺
う
。

　当
初
の
目
的
は
あ
っ
た

か
も
し
れ
な
い
が
、
光

フ
ァ
イ
バ
ー
で
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
率
は

55

％
で
、
ま
だ
全
体
的
に

は
進
ん
で
い
な
い
。
限
定

的
し
か
活
用
さ
れ
て
い
な

い
現
状
で
あ
る
。
将
来
に

わ
た
っ
て
活
用
す
る
構
想

は
持
っ
て
い
る
。

　
　
　光
フ
ァ
イ
バ
ー
網

は
情
報
通
信
に
は
十
分
な

能
力
、
ス
ピ
ー
ド
が
あ
る

設
備
で
あ
り
、
こ
の
設
備

を
利
用
す
る
事
は
、
町
財

政
を
圧
迫
す
る
こ
と
な
く

住
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
が

る
と
思
う
が
町
長
の
考
え

を
伺
う
。 

　１
０
０
％
の
普
及
を
図

り
、
家
の
中
で
快
適
な
環

境
、
通
信
速
度
で
利
用
す

る
の
が
一
番
の
理
想
で
あ

る
が
、
利
用
料
金
の
負
担

が
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
く
る

と
考
え
て
い
る
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

公共交通・光ファイバー網の今後は？

公
共
交
通
機
関

の
取
り
組
み
は

光
フ
ァ
イ
バ
ー
網

の
利
用
に
つ
い
て

ホームゲートウェイと無線ルーター

陳
情
・
意
見
書
等

令和４年５月18日発行（13）

参
考
意
見

予
算
の
審
議

　

４

年
度
予
算

一
般
質
問

森田 哲也

動画で一般質問

森田議員の一般質問は
動画サイトy o u t u b eで
ご覧いただけます。

質
問
質
問

質
問
質
問

町
長
答
弁

町
長
答
弁

　
　
　
　集
落
の
生
活
環

境
は
、
各
集
落
の
置
か
れ

た
環
境
に
よ
り
利
便
性
な

ど
に
相
違
が
生
じ
る
が
、

政
策
に
よ
り
改
善
、
補
正

で
き
る
も
の
が
あ
る
と
思

う
。
現
状
を
ど
う
捉
え
て

い
る
か
。

　各
集
落
の
自
然
環
境
、

文
化
、
風
土
が
異
な
り
、

そ
れ
ぞ
れ
歴
史
を
重
ね
て

来
た
。
各
集
落
い
ろ
い
ろ

で
あ
る
。
良
い
所
は
伸
ば

し
て
い
き
、
手
助
け
が
必

要
な
と
こ
ろ
を
手
助
け
し

て
い
き
た
い
。

　
　
　本
町
は
、
日
野
川

沿
い
に
公
共
施
設
な
ど
を

集
め
る
﹁
小
さ
な
拠
点
づ

く
り
構
想
﹂
を
進
め
て
い

る
が
、
こ
の
構
想
に
は
公

共
交
通
の
充
実
が
、
住
民

の
生
活
環
境
に
大
き
く
影

響
す
る
と
考
え
る
が
。

　公
共
交
通
だ
け
で
な
く
、

施
設
が
遠
く
な
る
こ
と
は

ま
だ
い
い
方
で
、
無
く
な

る
こ
と
だ
け
は
食
い
止
め

た
い
。
そ
の
た
め
、
公
共

交
通
機
関
は
充
実
さ
せ
た

い
が
、
限
ら
れ
た
予
算
の

中
で
や
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　集
落
間
格
差
を
つ

く
ら
な
い
た
め
に
、
公
共

交
通
は
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
。

水
道
や
道
路
な
ど
と
同
じ

く
、
住
民
生
活
に
は
必
要

な
生
活
基
盤
事
業
。
タ
ク

シ
ー
は
高
額
で
利
用
し
難

い
と
い
う
意
見
が
あ
る
が
。

　当
面
は
上
限
１
，

０
０

０
円
で
、
ま
た
無
料
券
を

４
枚
配
布
し
て
、
２
，

３

人
の
住
民
が
協
力
し
て
利

用
す
れ
ば
何
倍
の
利
用
も

で
き
る
。
タ
ク
シ
ー
の
回

数
券
も
発
行
し
、
利
便
性

の
向
上
に
努
め
て
い
る
。

　
　
　日
野
町
は
、
タ
ク

シ
ー
の
上
限
を
５
０
０
円

に
す
る
た
め
の
経
費
１
５

０
万
円
を
新
年
度
予
算
に

確
保
。
本
町
も
、
現
在
バ

ス
は
２
０
０
円
で
町
内
同

額
。
タ
ク
シ
ー
も
３
０
０

円
位
で
町
内
一
律
同
額
が
、

少
な
い
経
費
で
可
能
と
考

え
る
が
。

　利
用
し
た
分
だ
け
支
払

う
の
が
一
応
定
額
に
な
っ

て
こ
の
辺
で
切
っ
て
し
ま

う
と
い
う
話
。
一
回
下
げ

て
し
ま
う
と
も
う
上
げ
る

こ
と
は
極
め
て
難
し
い
。

と
り
あ
え
ず
１
，

０
０
０
円

で
や
っ
て
み
よ
う
と
思
う
。

　
　
　公
共
交
通
は
生
活

し
て
い
く
に
は
必
需
。
財

政
的
に
節
約
は
求
め
ら
れ

る
が
、
生
活
基
盤
事
業
の

節
約
が
、
山
間
地
の
町
民

に
よ
り
大
き
な
し
わ
寄
せ

が
あ
る
と
、
そ
こ
に
集
落

間
格
差
が
出
来
る
。

　節
約
だ
け
を
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
く
、
運
転
で

き
な
い
方
に
つ
い
て
は
年

間
48

枚
の
半
額
券
、
４
枚

の
無
料
券
を
配
布
し
て
い

る
。
い
き
な
り
５
０
０
円

に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
配
慮
は
し
て
い
る
。

　
　
　６
，

８
０
０
万
円
で

住
宅
用
地
造
成
事
業
な
ど
を

計
画
。
こ
れ
は
新
規
人
口
確

保
に
必
要
な
経
費
だ
が
、
本

町
に
住
み
続
け
た
い
と
思
う

政
策
が
、
少
な
い
経
費
で
、

小
さ
な
町
だ
か
ら
こ
そ
可
能

と
思
う
が
。

　公
共
交
通
機
関
は
、
当

然
必
要
な
も
の
と
思
っ
て
い

る
。
前
回
の
公
共
交
通
会
議

を
受
け
て
、
改
善
す
る
点
も

い
く
つ
か
あ
る
。
い
き
な
り

他
町
の
よ
う
に
で
は
な
く
、

本
町
な
り
の
考
え
方
で
進
め

て
い
き
た
い
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

各集落の生活環境を格差なく

より充実する施策について

生
活
環
境
の
相
違
は
、

政
策
で
改
善
・
補
正

公
共
交
通
の
あ
り
方

が
住
民
生
活
を
改
善

公
共
交
通
は

生
活
基
盤
事
業

タ
ク
シ
ー
も
町
内
一
律

同
額
が
可
能
で
は

生
活
基
盤
事
業
の

節
約
は
町
民
全
体
で

小
さ
い
町
の
メ
リ

ッ
ト
を
生
か
す

～利用しやすい公共交通機関の開発を～

タクシーも町内一律同額で

組
合
議
会



（14）令和４年５月18日発行

新型コロナ禍における米危機の改善を

求める意見書

新型コロナ禍における米危機の改善を

求める意見書

参
考
意
見

予
算
の
審
議

　

４

年
度
予
算

一
般
質
問

陳
情
・
意
見
書
等

件　　名 提出者 審議結果

鳥取県労働組合総連合

　議　長　　田　中　　暁

採　択

（全員一致）

（陳情第２号）「最低賃金の改善と中小企業支援

の拡充を求める意見書」の採択を求める陳情書

鳥取の保育を考える会

　会　長　　石井　由香利

趣旨採択

（全員一致）

（陳情第１号）国に対して「保育所等の最低基準

（職員配置）と、保育士の処遇の抜本的な改善を

求める」意見書

陳情の審査結果
提出のあった陳情は、３月定例議会で審査した結果、下記のとおり決定しました。

令和４年度水田活用の直接支払交付金に関する意見書

　令和４年度農林水産省予算に係る米政策においては、主食用米の需給安定を図るため、戦

略作物助成や産地交付金などの支援を行うことが予定されている。しかし、水田活用の直接

支払交付金の適用ルールの見直しや厳格化などにより、主食用米の需給のみならず、飼料用

米や大豆、そば、麦などといった転換作物の需給にも影響し、営農計画や地域の農業振興・

再生計画の変更が迫られ、農業所得の減少等も懸念される。

　このことは、結果的に離農を助長し、農家戸数の減少を招き、農地集積などにも悪影響を

及ぼし、耕作放棄地の増大に繋がり、食料の安定供給そのものをも脅かしかねない。また、

基幹産業である農業の衰退は、地域そのものの崩壊に繋がるとの大きな危機感を抱くもので

ある。

　ついては、「水田活用の直接支払交付金」交付対象水田の見直しに関して、地域の実情を

十分に考慮し、生産現場の意見も踏まえたうえで、主食用米の需給安定を図り、多面的機能

を有する農地を守るための制度運用と財政的な支援を強く要望する。

記

１．湛水設備（畦畔等）を有し、用水供給設備を有している農地に関しては、令和８年度ま

でに水張りが行われなくとも交付対象水田とすること。

２．戦略作物等の本作化に向け取り組んだために交付対象水田とならなかった農地及び水田

活用の直接支払交付金の適用ルール厳格化により除外された農地に関しては、別途、財政的

支援を設けること。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

　　令和４年３月２５日

鳥取県日野郡江府町議会　　　　

令和４年５月18日発行（15）

　・病院事業会計の補正予算が可決された。

　　（新型コロナウイルス感染症医療体制充

　　実等補助金）　49,474千円

　・在宅介護支援事業会計の補正予算が可決

　　された。

　・議案以外の報告事項

日野病院組合議会報告日野病院組合議会報告

鳥取県西部広域行政管理組合議会報告鳥取県西部広域行政管理組合議会報告

参
考
意
見

予
算
の
審
議

　

４

年
度
予
算

一
般
質
問

組
合
議
会

　今後も日野郡の医療体制をできるだけ維持し、かつ充実を図っていくため、

日南病院、江尾診療所及び鳥取大学地域医療総合教育研修センターと益々連携

していきたい。特に江尾診療所とは医師はじめ各種職種の人事交流について、

より具体的に推進していきたい。

　令和４年度の予算編成では、引き続き新型コロナウイルス感染症の影響によ

り、先行きが見通せない状況ではあるが、公共施設等総合管理計画や令和２年

度に策定した施設の個別計画を踏まえ、事業の廃止、縮小に徹底して取り組み、

事業の財源確保について改めて各局において主体的に取り組むことにより、令

和４年度の市町村負担金については、江府町負担額105,111千円となる。

　対前年度比6,075千円　市町村負担金の増となる。

日野町江府町日南町衛生施設組合議会報告日野町江府町日南町衛生施設組合議会報告

（１）議案第１号　令和３年度日野町江府町日南町衛生施設組合会計

　　　補正予算（第３号）

　　規定の予算総額の変更はなし。

　　歳出補正の主なものは、

　　　・総務費　  70千円の減額

　　　・衛生費　304千円の減額

　　　・予備費　374千円増額する補正予算編成

（２）議案第２号　令和４年度日野町江府町日南町衛生施設組合会計予算

　本年度の歳入歳出予算の総額を190,146千円と定め前年度と比較して1,007千円

増額するものである。

　主な原因は汚泥再生センター、「清化園」において電気浸透脱水機のドラム

再コーティングによるもの。今年度は特に燃料・薬剤等単価が高騰している。

汚泥再処理センター及びごみ処理施設の適正な維持管理に重点をおき、構成町

の負担軽減を図ることを念頭に充分に精査・検討を行った。



（16）
発行／鳥取県日野郡江府町議会　編集／広報公聴常任委員会

〒689-4401　鳥取県日野郡江府町大字江尾1717番地1　TEL／0859−75−3307　FAX／0859−75−3411

ホームページURL : https://www.town-kofu.jp　　印刷／冨士印刷

　
新
年
度
予
算
が
成
立
し
、
江
府

町
立
奥
大
山
江
府
学
園
も
産
声
を

上
げ
ま
し
た
。
１
年
生
か
ら
５
年

生
は
ブ
ナ
の
森
校
舎
(
旧
小
学

校
)
・
６
年
生
か
ら
９
年
生
は
日

野
川
校
舎
(
旧
中
学
校
)
へ
。
新

６
・
７
年
生
の
新
し
い
制
服
で
通

学
し
て
い
る
所
を
見
る
と
、
こ
ち

ら
も
気
持
ち
を
新
た
に
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
・
Ｄ

Ｘ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
々
、
理
解
す
る
に

は
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、

時
代
に
遅
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い

も
の
で
す
。
コ
ロ
ナ
は
、
変
異
を

繰
り
返
し
、
第
５
波
・
６
波
と
衰

え
る
様
子
は
な
く
、
更
に
マ
ス
ク

を
始
め
手
指
消
毒
等
に
努
め
感
染

を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
阿
部
　
朝
親

広
報
公
聴
常
任
委
員
会

委

員

長

　三
輪

　英
男

副
委
員
長

　川
端
登
志
一

委

　
　員

　阿
部

　朝
親

　
　
　
　
　芦
立

　喜
男

　
　
　
　
　加
藤

　周
二

０
２
２
年
４
月
奥
大
山
江

府
学
園
開
校
！
わ
が
町
江

府
町
は
西
部
地
区
初
め
て
の
義
務

教
育
学
校
に
な
り
ま
し
た
。
私
は

こ
の
学
園
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
と
い
う

大
役
を
受
け
ま
し
た
。
自
分
の
中

で
家
庭
や
仕
事
が
あ
る
中
で
自
分

で
良
い
の
か
、
両
立
で
き
る
の
か

葛
藤
は
あ
り
ま
し
た
が
、
何
年
か

前
に
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
し
た

経
験
か
ら
受
け
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
こ
に
は
今
ま
で
知
ら

な
か
っ
た
繋
が
り
、
先
生
方
や
地

域
の
皆
様
と
の
か
か
わ
り
を
知
り
、

色
々
な
不
満
の
声
が
あ
る
と
噂
が

あ
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
組
織
も
ま
だ
ま
だ
す

て
た
も
ん
じ
ゃ
な
い
、
む
し
ろ
素

敵
で
ワ
ク
ワ
ク
で
き
る
団
体
だ
と

知
れ
た
こ
と
も
大
き
い
で
し
ょ
う
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
や
関
係

各
所
、
様
々
な
と
こ
ろ
で
日
々
子

ど
も
た
ち
の
た
め
、
学
校
運
営
の

た
め
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る

姿
を
間
近
で
見
た
り
、
共
に
参
加

さ
せ
て
も
ら
い
、
自
分
の
力
不
足

も
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
が
、
同

時
に
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
方
が

取
り
組
ま
れ
て
い
て
学
校
が
運
営

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
感
銘
を
受
け

ま
し
た
。

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
子
ど
も
の
た
め
に
活

動
し
て
い
く
団
体
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
活
動
の
中
で
な
に
が

で
き
る
か
、
な
に
が
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
な
っ
て
い
く
の
か
し
っ

か
り
考
え
、
同
時
に
親
も
学
校
も

楽
し
く
で
き
る
環
境
に
し
て
い
け

る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。
自
分
事
で

す
が
、
我
が
家
の
末
っ
子
も
今
年

ピ
ッ
カ
ピ
カ
の
１
年
生
と
し
て
入

学
し
ま
し
た
。
毎
日
頑
張
っ
て
自

分
の
体
よ
り
大
き
な
カ
バ
ン
を
背

負
い
、
一
生
懸
命
登
校
し
、
勉
強

に
遊
び
に
励
ん
で
い
ま
す
。
そ
ん

な
頑
張
る
姿
に
負
け
な
い
よ
う
、

私
も
ピ
ッ
カ
ピ
カ
の
奥
大
山
江
府

学
園
初
代
会
長
と
し
て
精
一
杯
励

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
も
っ

と
江
府
町
を
好
き
に
な
り
誇
り
を

も
っ
て
も
ら
い
、
子
ど
も
か
ら
Ｐ

Ｔ
Ａ
か
ら
学
校
、
そ
し
て
江
府
町

を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

久連　川上　剛司

本二　地域プロジェクトマネージャー

　光島　宏美

２

私

ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
、
私
も
踊

り
手
と
し
て
新
庄
田
植
え
唄
や

ド
ジ
ョ
ウ
掬
い
な
ど
を
公
演
し

て
き
ま
し
た
。
江
府
町
の
歴
史

や
神
楽
に
も
大
変
興
味
が
あ
り

ま
す
の
で
、
是
非
声
を
か
け
て

く
だ
さ
い
。

　
引
っ
越
し
早
々
、
家
の
電
気

が
つ
か
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
際
に
江
府
町
の
皆
様

が
親
身
に
な
っ
て
心
配
し
て
く

だ
さ
る
姿
に
、
﹁
来
て
間
も
な

い
私
た
ち
を
想
っ
て
下
さ
る
心

が
あ
り
が
た
い
な
あ
、
江
府

町
っ
て
素
敵
﹂
と
家
族
で
話
し

ま
し
た
。

　
S
D
G
s
は
、
﹁
世
界
の

す
べ
て
の
人
が
取
り
残
さ
れ

ず
に
、
安
心
安
全
な
人
間
ら

し
い
暮
ら
し
が
出
来
る
こ
と
、

地
球
に
住
み
続
け
ら
れ
る
よ

う
環
境
問
題
も
解
決
・
改
善

す
る
こ
と
﹂
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
目
標
は
大
き
く
感
じ

ら
れ
ま
す
が
、
江
府
町
で
、

皆
様
が
す
で
に
取
り
組
ん
で

お
ら
れ
る
活
動
も
S
D
G
s
と

繋
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、

一
人
で
も
多
く
の
町
民
の
方
々

と
知
り
合
い
に
な
り
、
色
々
と

教
え
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
江
府
町
が
よ
り
楽
し
い

場
所
に
な
る
よ
う
な
お
手
伝
い

が
で
き
る
と
い
い
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。
何
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

ん
に
ち
は
、
岡
山
市
出
身

の
コ
ウ
シ
マ
で
す
。
こ
の

春
、
江
府
町
と
御
縁
を
い
た
だ

き
小
学
生
２
人
と
元
ジ
ャ
ン
グ

ル
ガ
イ
ド
の
マ
レ
ー
シ
ア
原
住

民
の
夫
︵
マ
ッ
ク
ス
︶
と
移
住

し
て
き
ま
し
た
。
４
月
か
ら
役

場
の
S
D
G
s
︵
エ
ス
デ
ィ
ー

ジ
ー
ズ
︶
担
当
と
し
て
教
育
課

で
勤
務
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　
毎
日
、
役
場
か
ら
見
え
る
大

山
さ
ん
の
姿
に
感
激
し
、
豊
か

な
水
を
育
む
自
然
に
癒
さ
れ
て

い
ま
す
。
青
年
海
外
協
力
隊
と

し
て
マ
レ
ー
シ
ア
で
地
域
リ
ハ

ビ
リ
を
し
て
い
た
時
に
は
、

ジ
ャ
ン
グ
ル
の
村
を
転
々
と
し

な
が
ら
、
ワ
ニ
の
い
る
川
で
水

浴
び
す
る
よ
う
な
生
活
を
し
て

い
た
の
で
、
江
府
町
の
便
利
さ

に
も
日
々
感
動
し
て
い
ま
す
。

岡
山
県
新
庄
村
に
も
住
ん
で
い

ま
し
た
。
約
千
人
の
村
民
ほ
ぼ

全
員
と
知
り
合
い
に
な
り
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
で
作
業
療
法
士
を

す
る
傍
ら
、
伝
統
継
承
の
た
め

４
世
代
に
わ
た
る
民
謡
民
舞
グ

江
府
町
っ
て
素
敵

﹁
開
校
!!

﹂

こ

お
知
ら
せ

　議
会
だ
よ
り
196

号
の
佐
川
集

合
住
宅
の
カ
ビ
発
生
等
に
つ
い

て
は
、
既
に
リ
フ
ォ
ー
ム
済

で
あ
り
、
快
適
な
住
環
境
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
お
知
ら

せ
致
し
ま
す
。

　右
の
通
り
訂
正
致
し
ま
す
。

関
係
者
の
皆
様
に
ご
迷
惑
を
か
け

深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
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